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1、 はじめに 
 砂防施設は、現在はコンクリートや鋼製のものが中

心であるが、従来は堤体を土構造とした施設も施工さ

れており、土堰堤とよばれる。土堰堤は、愛知県から

岐阜県美濃地方に数多く分布している。本研究では、

この地域に土堰堤が施工された経緯や、土堰堤の特徴

等について述べる。 

2、 土堰堤施工の経緯 
2.1、 歴史的背景 

 鎌倉時代から、愛知県瀬戸地方から岐阜県美濃地方

では窯業が発達しており、燃料材としての樹木伐採や、

陶土の採掘も行ったため、禿げ山が拡がった。江戸時

代には「諸国山川掟」を発布するなど荒廃防止の施策

がとられたが、幕末から明治初期にかけて規制が緩み、

再び山地が荒廃した。 
 明治期から、土砂流出対策が精力的にとられ、愛知

県から岐阜県美濃地方において、昭和 30 年代までに

土堰堤が築造された。特に明治 30 年から昭和 10 年ま

では、土堰堤施工のピークであった。砂防上の目的と

同時に、農業振興の目的としても築造され、特に救農

事業の一環として行われた時局匡救事業の時期（昭和

7～9 年）に多く施工された（写真 1 参照）。 

2.2、 土堰堤の利点と施工の経緯 

愛知県から岐阜県美濃地方で土堰堤施工が進んだ地

形・地質的な理由が、「水利と土木※1」の中で以下のよ

うに記載されている。 
・丘陵地形でなだらかな上、上流まで谷幅が広く伸び 
 ていること 
・禿赭地から流出する土砂は細粒で、渓床勾配も比較 
 的緩く土石流の恐れはほとんどないこと 
 

 

 
・両岸の地質が土砂であり、コンクリートより土の方 
 が馴染みがよく、廻水の危険を避けられること 
・築堤材料が現場で入手しやすいこと 
 谷幅が広く小支川が多数分布するエリアに堰堤を

整備する場合、袖部が長くなり堤体体積が大きくなる。

ここに土堰堤を施工し、コンクリートは水通し部付近

のみとし、非越流部の堰堤袖部には現地発生材を盛る

ことで、施工費用（セメント量）を節減できる。土堰

堤施工の概念図を図 1 に示す。 
 また、昭和初期の時局匡救事業において、砂防工事

が最適事業とされ積極的に進められたが、その理由が

「愛知の砂防※2」の中で以下のように記載されている。 
・砂防工事は最も窮迫している農山村地域に散在する 
 工事である 
・土地代を必要としない 
・労務費の割合が大きい 
 堆砂部に貯水をし、農業用のため池として整備され

てきたものも多いことから、不況時の農山村での最適

事業としての位置づけに加え、農業用水としての役割

もあり、農業を支え救った砂防事業であるといえる。 

3、 土堰堤の形状的特徴 
 土堰堤は規模、形など様々なものがあり、それぞれ 
の項目に分けて記載する。 

3.1、 土堰堤の高さ 

 庄内川水系の直轄（多治見砂防国道事務所）の土堰

堤は、全 36 基のうち、5m 未満のものが 33 基で全体

の 9割を占める（図 2参照）。最大で高さ 5.6mである。

愛知県内では、調査が行われた 180 基のうち、最小は

0.8m で最大は 16m と幅広く分布する。 
 

 写真 1 土堰堤施工状況（昭和 8 年 名古屋市守山区）

    ※「出役人夫 60 人」とある 

施工前の地形：谷幅広く小流量の渓流 

土堰堤設計思想 

小流量であるため、水通し付近のみを 
コンクリートとし、越流のない袖部は 
盛土構造とする。 

図 1 土堰堤施工の概念図 



3.2、 下流法勾配 

 庄内川水系の直轄土堰堤は、1：1.5 または 2.0 とな

っており、戦前が 1.5、戦後が 2.0 がほとんどを占め

ている（図 2 参照）。愛知県内では、最小が 0（直立）、

最大は 4.0 と、幅広く分布する。全体傾向として、土

堰堤高さが高くなるほど下流法勾配は緩くなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.3、 湛水状況 

 庄内川水系の直轄土堰堤では、9 割以上が湛水なし

であるが、愛知県内では 8 割以上が湛水ありである（図

3 参照）。直轄は主に砂防目的、愛知県は農業目的もあ

ったことが、この湛水状況の割合からも裏付けられる。 
 
 
 
 
 
 

3.4、 水通し部の形状 

 土堰堤の水通し部の形状は、重力式コンクリート堰

堤タイプ、開水路タイプ、暗渠タイプの 3 つと、その

他に分類された（図 4 参照）。以下に、3 つのタイプに

ついて説明する。 
3.4.1、 重力式コンクリート堰堤タイプ 
 水通し部付近が重力式コンクリート堰堤であり、 
越流のない袖部は土構造である（写真 2 左）。庄内川

水系の直轄土堰堤は全て、愛知県内では約 1 割がこの

タイプである。 
 
 
 
 
 
 
 

3.4.2、 開水路タイプ 
水通し部が水路状で、下流側は斜路となっている（写

真 2 中）。水通し部はコンクリート構造である。愛知

県内は約 6 割がこのタイプである。 
3.4.3、 暗渠タイプ 
水通し部が暗渠となっている（写真 2 右）。愛知県内

は約 2 割がこのタイプである。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

4、 土堰堤の利用と管理 
 土堰堤が分布する地域は近年、工業用地、宅地等の

開発が進んでおり、周辺環境が大きく変化した土堰堤

も少なくない。また、湛水地周辺の禿げ山に緑が回復

した土堰堤の中には、都市公園として整備されたもの

もあり、ため池部分をボート池として公園利用するな

ど、新たな価値が付加されたものもある。施工時から

農業用ため池も兼ねて整備され、現在も農業利用して

いる土堰堤もある。 
 また土堰堤の管理に関して、改修や補強が行われて

きた土堰堤がある。下流側法面への腹付け盛土の施工、

漏水の遮断（前刃金工法等）などである。 

5、 土堰堤の今後の維持管理 
 土堰堤周辺環境が大きく変化した地域では、土砂生

産・流出環境が大きく変わり、土堰堤の機能の変化、

砂防機能以外の機能維持に対する取り扱い方法につい

ても留意する必要がある。明治期から昭和 30 年代ま

で数多く施工されてきた土堰堤を、適切に維持管理し

ていくことが必要である。 
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図 2 土堰堤の高さと下流法勾配 

写真 2 水通しのタイプ別の土堰堤状況（左が重力式コンクリート堰堤タイプ、真ん中が開水路タイプ、右が暗渠タイプ） 

 直轄（多治見砂防国道 

 事務所）土堰堤  

 愛知県内の土堰堤 

図 4 土堰堤の水通し部の形状別割合 
 （左が庄内川水系の直轄、右が愛知県） 
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図 3 土堰堤の湛水状況（左が庄内川水系の直轄、右が愛知県） 
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